


録
押
啓
弊
社
長
崎
町
支
局
で
お
預
か
り
し
ま
し
た
『
ぱ
勺
て
ん

・
う

l
ま
ん
の

会
』
寂
か
ら
の
抗
議
文
に
対
し
、
広
告
部
門
を
代
表
し
て
お
返
事
を
さ
し
あ
げ

ま
す
。
ま
ず
、
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
広
告
は
広
告
主
が
費
用
を
負
担
し
て
、
直
接
新

聞
読
者
に
語
り
か
け
る
も
の
で
、
新
聞
社
が
編
集
方
針
に
も
と
づ
い
て
傷
獄
す

る
編
集
記
事
と
は
、
お
の
ず
か
ら
異
な
る
基
準
が
あ
り
ま
す
。

日
本
経
済
証
明
簡
で
は
、
日
本
新
聞
協
会
が
制
制
定
し
た
新
聞
広
告
倫
理
綱
領
に

加
え
て
日
本
経
済
新
聞
社
広
告
佃
閣
議
基
準
を
定
め
て
、
申
し
込
ま
れ
た
広
告
が

掴
閣
議
に
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
の
判
断
を
し
て
お
り
ま
す
。
広
告
は
、
そ
れ
が

読
者
に
著
し
い
不
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
な
い
か
ぎ
り
は
、
広
告
玄
の
責
任

に
お
い
て
自
由
に
燭
揖
属
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
こ
れ
は
表
現
の
自
由
の
観
点
か
ら

も
琢
重
さ
れ
る
べ
き
原
別
で
す
。
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日頃から差別の問姐について話している

せいか、生徒はそれが当たり前として、

@明側
叫

価
問

だとか請書えなくなってきた.

仲良くなったと思う.

大騒ぎや喧嘩が滅り.

( 4 ljミ担任/友性)

中学校教師(2年惚{壬/火性)
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倹
慎
市
の
足
立
光
生
教
育
長
一
校
.
一
る
が
、
そ
の
会
部
が
男
女
別
に
一
期
ど
か

前
二
佳
一
百
の
夏
本
会
揖
で
男
女
一
審
小
(
中
島
撃
事

一
な
さ
い
る
・
控
出
揮
は
一

1

叩

ゆ

れ
一
等
の
観
点
か
皇
民
の
袋
一
で
は
昨
年
費
、
六
霊
安
一
市
整
芯
ら
「
男
奇
に
」
と
一
日
ド

U

づ
一
位
八
授
、
事
校
一
警
護

E
Sク
ラ
ス
で
男
喜
一
の
導
も
あ
っ
て
春
小
の
例
一
怖
と

へ
ノ
一
生
台
帳
が
、
男
定
畠
合
名
簿
と
一
の
確
立
に
向
り
て
出
席
値
帽
を
男
一
は
ま
れ
と
い
う
.
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ほ
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か
お
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南
区
の
桜
向
、
永
谷
小
学
控
一
は
出
席
陣
、
学
続
得
、
織
原
惨
一
月
来
ま
で
に
小
中
学
校
回
調
圃
酢
什
¥
混

な
ど
八
伎
と
組
区
の
旭
中
学
扇
減
な
主
橿
嫡
の
名
婦
が
笠
士
授
に
肥
布
ず
る
.
そ
し
て
一

帥
償
援
会
で
そ
の
種
目
聞
を
脱
明
一
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朝日新聞東京本社

嫌事務局ぱ『てん・うーまんの会

言‘
d
.
，乙

審重量諜

お闘い合わせのご質問につきまして、ご返事申し上げますu まずは、新朋広告の

的、梅能を全く異にするものです。広告は、広告主白身が制作し、新聞干上がれ料で

槌供するスペースを臼備に活用して行うPR活動ですから、広告内容に関する責任

広告局

当事土西邸本社長僑支局宛ての手紙を持議いたしました。

纂ぷ自骨jな性織についてご痩解いただきたく存じます。本来、記事と広告とはその目

謹轡

マ
も

つ$
A
F司

み
る
の

はキーいる

は広合・主にあります。広告の真意や怠図は結局のところ、広告主のみが知るところ

しかしながら、それが違法はものであったり、読者に直接被害を与えるような社

に広告掲繊~司障を定めており、実態、内容が不明確なものはお断りしております。

会的に容認できない広告は、排除しなければなりません。そのため弊社では、独自

であり、新聞社は到底知句えるす鳴にはありません。
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広告表示につきましでも、露骨な性被写、誇大な表現や事実誤認をもたらすような

今回の広告については、'字社広告縄繊基準に照らして問題ないと判断し、偶載い

たしました。紙面への多角的なご指摘は常に謙虚に受け止め、品位ある紙面作りに

表示は、 af止をもとめております。
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今後も末永く弊紙をご愛読賜れば吉宗主事に存じます。
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平成8年 12月24日

下二二円!?〕
問問西部知告局審査員

審査課長飯田11稀弓

ピユ:i出出1
前略 平*は弊紙をご愛読いただきありがとうございます?。文書拝

見させていただきました。

さて、ご指繍のありました広告の件ですが、掲織に当たりましては

続発新聞社で新剖広告掲観基場に照らし慎重に倹討し、さらに社内で

も検討を加え総合的に判断の上、縄威したものです。

しかし、読者の皆線のなかには、ご指舗のような意克もあることを

十分認識し、今後の広告審査作業に生かしていきたいと考えておりま

す。

貴重なご意見ありがとうございました。

敬

ばってん・うーまんの会

書官回 尚美織


